
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中明郷学 園 

文責 畠田・澤田 

令和 7年度 

第 1２号 

2月 2７日 

学校教育目標 自主・協働・創造 ～社会に開かれた教育課程の推進により、自ら課題を見つけ、学び、行動する児童生徒の育成～ 

 
６年生が、人権擁護委員 

の武田義治さん（武田亭 

笑楽）を講師に迎え、 

落語「ちりとてちん」を 

通して、人権について考えました。 

２月５日（木） 

 
 

 

 

 
 

山陽小野田市立埴生小中一貫校 

国際ソロプチミスト府中 第１９回児童俳句コンテストの 

表彰式が、ジーベックホールで開催されました。 

本学園からも２名が表彰されました。 

 特別賞・夏井いつき賞 

「犬が来て 我が家の暮らし 秋日和」 5年 鞆森瑛斗 

入選 

  「月光り キャンプファイヤー さらに燃え」 ５年 田口紗弓 

１月２７日（火） 

９年生が自己表現の面接練習をしました。地域の方、地元企業の皆様の協力

で表現力を高め、入試に備えました。 
 

「自己表現」は、広島県の 15歳の生徒に求められる「自己を認識し、自分の人生を選択

し、表現することができる力」を評価するために実施されます。 

５年生が育てたお米を使って、学校運営協議会の学習支援部会

の昔話部の方々と一緒に、ご飯を炊いておむすび作りました。

また、地域の方の自家製味噌を使ってお味噌汁も作りました。

米と味噌の奥深さや自然の恵み、家庭の味について、地域の達

人から学ぶ貴重な体験になりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２８日（水） 

１月２９日（木） 児童生徒会が中心となって行っ

た「赤い羽根共同募金」の募金活

動で集まった寄付金の贈呈式を

行いました。 

ご協力ありがとうございました。 

６年生と８年生が、府中明郷ライ

オンズクラブや府中警察署の方を

講師にお迎えし、ご講演をしてい

ただきました。薬物の危険性や依

存のリスク、適切な判断力を身に

つける重要性などについて詳しく

お話をしていただきました。 

 

生徒たちは、具体的な事例を通じ

て薬物の恐ろしさを学び、日常生

活でどのようにリスクを回避する

かを真剣に考える機会となりまし

た。 

２月９日（月） 

１～６年生が、人権擁護 

委員の方にいただいた人 

権の花（ヒヤシンス）を 

大切に栽培し、感謝状を 

いただきました。花を育てる体験を通して、命ある

ものを大切にする気持ちなど、人権意識を高める

ことができました。 

２月９日（月） 

２月４日（水） 

２月２３日（月） 

２月２０日（金）   

 

 
 

 
 

兵庫県伊丹市教育委員会 

２月 16日（月） 

 

 

 

 

 
 

岡山県美咲町 


